所外5 新世界ザルの認知機能に関する比較認知科学的研究(VI 共同利用研究 2.研究成果) by 藤田, 和生
Title所外5 新世界ザルの認知機能に関する比較認知科学的研究(VI 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)藤田, 和生














































































相将 詑 (弘前大 ･医)
平成 13年度は,報酬との関連に注目しながら,ニホ
ンザル脚橋被蓋核(PPTN)において眼球運動反応時間課題
に関連して発火頻度を変化させるニューロンの神経活動
記録を継続した｡ 平成12年度に,PPTNには ｢各試行に
おいて,これから報酬を目的として自発的に課題遂行し
ようとして遭遇する最初の串象 (注視点点灯)に反応す
る,或いは直前から予期的に発火頻度を増加させる｣タ
イプのニューロンのあることがわかった｡このタイプの
ニューロンの存在から,PPTNは,一つ前の試行の結果得
られた報酬の畳に基き,次試行-の動機付けの度合いや
次試行においてとる行動を変化させることに関連する可
能性が考えられる｡以下の実験を行ってこの可能性を追
求する妥当性について検討した｡まず,報酬の量を系統
的に変化させ,この変化によって,動物が次の試行にと
りかかるまでの平均時間(RTFP)や次の試行の成績に影響
を与えることを確認した｡ここで試行開始の注視点点灯
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